
（本日の内容） 

1. 当財団の概要 

 

2. 日本の地方における移動課題に関する 
活動事例と学び 
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地域に合った移動の仕組みづくりについて 

一般財団法人トヨタ・モビリティ基金 山中千花 
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名 称 
一般財団法人 トヨタ・モビリティ基金 

Toyota Mobility Foundation (TMF) 

所在地 
東京都文京区後楽1丁目4番18号 
（トヨタ自動車 東京本社内） 

設立者 トヨタ自動車株式会社 

設立年月 2014年8月 

設立趣旨 より良いモビリティ社会の実現、モビリティ格差の解消に向け
た各種活動を通じて社会に貢献する 

理事長 豊田 章男 

1. 当財団の概要 
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• 初めて見る景色 
• 多くの人との出会い 
• 生涯アクティブに活動 

• 事故、渋滞、環境汚染 
• 不効率な土地利用 

夢、驚き、 
喜びの実現 

クルマの 
負の要素の 
解消 

不便の 
解消 

• 就業・職業選択機会の拡大 
• 学校に行ける 
• 緊急医療を受けられる 

機会の 
実現 

• 公共交通の不足 
• 使いにくい車椅子 
• 水汲みに毎日2時間 

より良い 
モビリティ社会づくり 

TMFミッション 



人々の自由な移動の実現を通じて、豊かでサステナブルな
将来社会におけるレガシーとなる活動をグローバルに行う。 

世の中を変えるイノベーティブな技術、仕組みの実現に向け
チャレンジする。 

同じ志を持つ多様なパートナーと共に、コラボレーション 
しながら目標の実現を目指す。活動を通して学び、その結果
を広く社会に共有する。 

行動指針 



• 渋滞の緩和、交通手段の多様化 
• 地下鉄駅へのアクセス向上 

• 障がい者用補装具のアイディア発掘、
開発支援 

• 高齢者などの暮らしを支える移動の
仕組みづくり 

• 車両データを活用した道路維持管理 

• 水素基礎研究への助成 
• 水素サプライチェーンの構築 

活動例 

• アフリカの農村におけるEVの活用 

活動ポートフォリオ 

5 

テーマ 

自然災害対応 

エネルギー 
（水素サプライチェーン） 

交通流最適化 
ﾗｽﾄﾏｲﾙｱｸｾｽ向上 

交通弱者の移動 

モビリティを通じた 
機会提供、 

チャレンジの実現  



主な活動 
http://toyotamobilityfoundation.org/ja/impact.html 
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中山間地域のモビリ
ティモデルの構築  

岡山県美作市上山地区 

みんなの集落研究所 
英田上山棚田団 

中山間地域のモビリ
ティモデルの構築  

愛知県豊田市足助地区 

名古屋大学、東京大学 

人工知能による 
都市交通マネジメン
ト 

ロサンゼルス（アメリカ） 

ロサンゼルス市運輸局 

起業家視点によ
るモビリティ課題
解決  

ボストン並びに近郊（アメリカ） 

バブソン大学 

水素基礎研究
の公募 

日本国内 

基礎研究助成(年間10件) 

交通渋滞の 
未然防止 

ダナン（ベトナム） 

ダナン市人民委員会 

都市中心部のアクセ
ス改善 

サンパウロ等 4都市（ブラジル） 

World Resource Institute Brazil 

地下鉄へのアクセ
ス向上 

ベンガルール等 6都市（インド） 

World Resource Institute India 

モビリティ・アンリミテッド・チャレンジ 
下肢麻痺者向け補装具のアイディア発掘、開発支援 

Nesta（英国国立科学技術芸術基金が母体となって設立されたNPO） 

地域の移動の
仕組みづくり 

日本国内 

公募による助成（29件） 

実施中 完了 

人工知能による 
都市交通マネジメン
ト 

 ロンドン（イギリス） 

 アラン・チューリング研究所 

アフリカの農村
におけるEVの活
用 

ハラレ（ジンバブエ） 

Mobility for Africa(NPO) 
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14 

6 

車両データを活用
した道路維持管理 

岡山県赤磐市 

道路維持管理の新たな手法を考え
る協議会 

13 

3 4 

11 2 

5 
10 

8 

７ 

交通渋滞の緩和 

バンコク（タイ） 

チュラロンコン大学、バンコク都 

1 

12 

http://toyotamobilityfoundation.org/ja/impact.html


 活動の考え方 
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大都市 中山間地域 郊外都市 

・人口構成の偏りによる 
 急速な高齢化 

・交通渋滞、通勤ラッシュ 
・公共交通の不足 
・地域経済の縮退  

２．日本の地方における移動課題に関する 
活動事例と学び 

移動のモデル構築に向けたプロジェクトを実施 
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 上山プロジェクト （岡山県美作市） 
  2016年1月～2020年6月 

上山地区 



●岡山県の北東部 

 

●奈良時代にできた8300枚の棚田 

 （圃場整備ほとんどなし） 

 

●薪炭林（マツ・ナラ） 

 

●人口約150人、世帯数66世帯 

 そのうち、2010年からの移住者が18世帯40人 

  

 高齢化率 約40％ 

 
  

 

美作市上山地区について 
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１．活動目的 

中山間地域の移動の不便を解消する仕組づくりと、 

その維持を可能にするための 

地域経済の活性化に向けた取り組み 

・NPO法人 みんなの集落研究所 
・NPO法人 英田上山棚田団 

２．助成先 

３．協力団体 

・美作市 
・岡山大学 
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４．活動内容 

全住民（160人）に 
移動課題・ニーズを調査 

移住者と住民の 
「助け合いの会」結成 

＜初年度＞ 

現状把握と「困りごと」を共有するコミュニティづくり 

コムス（超小型EV）を 
住民に貸与し利便性調査 
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＜二年目＞ 

困り事に対して、対策実施 

コミュニティが本来持つ機能が復活、 

移動の活発化 

地域住民の互助による 
乗り合いを実施 

「困っている人」と 
「助ける人」をマッチング 

定期的な 
「お出かけツアー」を 

仕組化 
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民泊ビジネス 
（田舎暮らし体験） 

観光（ツアー、農業体験） 地場産品のブランド化 

＜三年目＞ 

地域の助け合い、移動を担う若者、移住者の 

定住促進を目指す 

地域経済の活性化（収入の拡大）に向けて 

活動を継続 
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学びを受け、地域交通の一つの手段である 
「自家用有償旅客運送」導入に関する冊子発行 

導入時に協力が必要なプレイヤーの皆様 
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 対象者 

① 自家用有償旅客運送の役割と、法的整理 

② 導入方法を10ステップで紹介し、各プレイヤー

の役割を解説 

③ 全国の好事例の掲載 

 内容 
2018年7月発行、19頁 

• 市町村担当者 

• 地域住民 

• プロジェクトチーム 

• 実施主体 

監修・福島大学・吉田樹先生 
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日本全国から活動案を公募（2018年11月～） 

「地域に合った移動の仕組みづくり」 
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多様なプレイヤーによる連携等、新たな発想による 

それぞれの地域に合った持続可能な移動の仕組み作りを支援 
（助成期間最長2年、金額最大3000万円/件） 

• 住民と共に活動する枠組み 
• 維持/継続に向けた工夫 
• 既存の交通手段や地域資産の活用 

 選考時に重視した点 



本事業の運営体制について 
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選考委員 

移動課題に取り組む若手人材（２名） 

幹事委員 

 
 

 

 
 

・土井勉氏（グローカル交流推進機構理事長） 
・吉田樹氏（福島大学准教授） 他 

 目的   ①採択案件の進捗把握、効果検証 
              ⇒ 有効なソリューションの見極め ⇒ 好事例の発信 
          ②全体像構築（都市計画、City design） への適用  
          ③若手人材への機会提供 

TMF 
選考委員 
（産官学民8名） 連携 

報告 助言 
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地域づくりに効果的な 
手法を発掘 

→好事例・ノウハウ発信、横展 

 ２９件を採択 （応募総数105件） 

活動を通じて 
相互に学び、改善する場作り 

移動の課題に取り組む人々の 
ネットワーク作り 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjx7Za_utvgAhXGWrwKHWSnCfEQjRx6BAgBEAU&url=https://www.silhouette-illust.com/illust/27090&psig=AOvVaw3JQEOSXwev3OnFcP7sQyPi&ust=1551340808545546


でｊ 

兵庫県豊岡市プロジェクト 
（2020年5月～） 
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でｊ 

防災・救急医療 高齢者支援・健康促進 観光芸術・演劇祭 

豊岡市が注力する取り組み（例） 

地域の規模に合ったDX推進により、データを横断的に活用し、運用を最適化 

②弱者（子供、高齢者
等）の安全 

①あらゆる局面での 
モビリティニーズ対応 ③地域経済の活性化 

（既 

存
） 

（新 

規
） 

+ 

共生・環境・農業 



主な実施事項 
（2020～2021年度末） 
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A) オンデマンド交通 

C) 市街地のモビリティの 
    シェアリング 

D) MaaS 

B) モビリティの共用化 

I) インキュベーション支援 

G) 健康・救急医療 

• 買物、通学、通院など様々な需要に柔軟に対応可能なデマンド型交通 

• 住民、短中期滞在者、観光客等の移動の利便性向上 

• 公共交通はじめ多様なモビリティを利用できる仕組みの導入 

• 介護、観光等で使用される車両（運転手）の共用化や貨客混載 

• 住民アイデアの事業化を支援する仕組みづくり、人材や企業の流入促進 

• 健康情報を介護や緊急医療に活用するデータ収集・活用を試験導入・検証 

F) 防災・エネルギー • 情報プラットフォーム構築と電動車活用による災害対応力強化 

E) ＧＰＳによる移動需要 
    把握 

• GPSによる子供・高齢者の見守りとともに、移動状況・需要を把握 

H) 関係人口の増加 • リモートワーク、ワーケーション等の整備。それに伴う移動の利便性向上 

J) データ・地図の活用 • 多様なデータを地図上で可視化。効率化、暮らし・地域経済の向上に活用 

② 
弱者（子供、高齢者等）

の安全 

① 
あらゆる局面での 
モビリティニーズ対応 

③ 
地域経済の活性化 



公共交通の維持・活性化 

連結の良いモビリティ 

人々がフラットに 
つながる仕組み 

コミュニティの活性化 
福祉・防災・エネルギー拠点 

福祉モビリティ等 

     の活用 

豊岡らしい 

防災･環境･エネルギー 

オープンな 
データ活用 

地域経済・企業連携 

開かれた住民との 
コミュニケーション 

市街地 

１ ２ 

3 

４ 

5 

７ 

「豊岡スマートコミュニティ」の目指す姿 
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・「疎」の非効率と弱点をテクノロジーでカバーし、人々が多様性を受け入れ、 
 フラットにつながり支え合う「スマートコミュニティ」の実現を目指す 
 
・人々の幸せな暮らしに不可欠なモビリティをサステイナブルに維持する 

 ためにデータ・テクノロジーを活用する   

DX・データ・技術を活用 
した生活利便・業務効率化 

6 



DX・データ・技術 

24 

豊岡スマートコミュニティ推進機構  
（本年5月設立。代表理事・豊岡市長、理事・TMF事務局長、IT関連有識者 ） 

コミュニティ 
 
 
 
 
 
 

公共交通 
 
 
 
 
 
 

福祉など 
事業者の 
モビリティ 

 
 
 
 
 
 

防災・環境 
エネルギー 

 
 
 
 
 
 

地域経済 
・企業連携 

 
 
 
 
 
 

１ 2 3 4 5 

6 

住民、NPO、地域企業 など 

新テーマ毎 
に順次追加 

コミュニケーション 

7 

市役所の複数部署と協働。TMF職員も現地活動 
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住民の利便性向上 

最適なモビリティ 

新規サービス創出 

自治体のサービス向上 

地域の活性化 ヒトの流入 

目指す姿 



プロジェクトを通して得た学び 
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4．多様なプレイヤーが持つ知見の活用 

３．継続可能な仕組み作り（コスト、担い手の確保） 

１．移動課題のみならず、地域の真の課題・ニーズ 
      を把握 

２ ．人流・物流の現状、潜在需要を把握し対策 


